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片浦小

旧片浦中

根府川駅
東海道線

国道135号

県道740号



1915(T4)年
尋常高等片浦小学校創立

1990年頃～
児童数の減少が著しくなる

2011(H23)年３月
片浦中学校閉校

2022(H24)年４月
小規模特認校制度導入



児童数の推移

H29年度
２６人
見込み

H元年度

１４９人

H２３年度

５５人



2012(H23)年度

小規模特認校制度の
導入に向けた
地域協議会での検討

・カリキュラム部
・広報部
・地域連携部
・法的制度整備部







小規模特認校としての４つの約束

少人数を活かし「確かな学力」
を育成します。

自然環境や伝統等を生かし

「豊かな心」をはぐくみます。

地域が一体となって
学校を支えます。

放課後の時間を
充実させます。



小規模特認校としての４つの約束

少人数を活かし「確かな学力」
を育成します。ます。

自然環境や伝統等を生かし

「豊かな心」をはぐくみます。

地域が一体となって
学校を支えます。 放課後の時間を充実させます。

外国語教育の充実、きめ細かい指導 農園活動、金管バンド活動

放課後児童クラブと放課後子ども教室の一体化地域行事（健民祭など）への参加



平成２４(2012)年度

小規模特認校として、

新たなスタート！



１４９

５５

２３人
2７％

６１人
7３％

学区在住
特認校制度利用

児童数の推移

R4年度
８４人



地域（指定学区）別児童数
R4 R3 R2 R1 H30 H29 H28 H27 H26

片浦小 3 1 7 4 7 1 9 5 5 42

三の丸小 1 3 3 3 2 2 14

芦子小 1 1 1 1 2 1 4 11

国府津小 2 1 2 1 2 1 9

富士見小 1 2 1 4 1 9

足柄小 1 1 1 1 1 2 7

矢作小 1 1 1 2 2 7

新玉小 1 1 1 1 1 5

富水小 1 2 1 1 5

大窪小 1 2 1 4

久野小 1 2 1 4

東富水小 1 1 1 1 4

豊川小 1 1 1 3

山王小 1 1 2

町田小 1 1 2

下中小 1 1 2

早川小 1 1

千代小 1 1

酒匂小 1 1

合計 15 13 14 15 15 12 16 15 18



学校への期待
選択の主な理由など

人数が少なくよく見てもらえる。
活躍の場がある。

環境が素晴らしい。
（校舎から見える広い海）

異学年の交流が多い。
上の子が下の子のことを
よく見ている。

放課後が安心。

駅から近い。



特色ある教育
農園活動（下学年）









特色ある教育
金管バンド活動

（上学年）











特色ある教育
外国語教育







片浦小学校の強み

内部要因 外部要因

・体験を通して学ぶ機会が多い。
（農園、金管、まち探検など）

・一人一人に目が届きやすい。
指導が行き届きやすい。

・職員全体で全児童を見守る姿勢がある。

・異学年のつながりが深い。
学年をこえた交流が多い。

・恵まれた自然環境

・豊かな地域資源
（自然、産業、文化など）

・立地（駅が近い、治安がよい）

・放課後子ども教室の設置



片浦小学校の課題

内部要因 外部要因

・特色（伝統）を引き継いでいくことが
難しくなっている。

（学習指導要領の改訂、職員の異動）

・「学力向上」を強くアピールすると、
担任の負担が大きくなる。

・児童の人間関係の固定化。
こじれると修復が難しい。

・一人一人に目が行き届きすぎる。
大人の目が多く、つい手を出して
しまいがちになる。

・学校へ期待することが、地域の方と
特認校の保護者とで温度差がある。

・地域を盛り上げるということについて
特認校の保護者の意識が年々変化して
いる。コロナ禍ということもあり、
地域と保護者との距離が広がってきている。

・地域の資源は多いが一つ一つが遠い。
（バスの減便も影響する）

・地元の子が少なくなってきている。

・学校を支えてくださる地域の方が
高齢化してきている。



入学年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

人数 １ ３ ２ ５ １ ２ ０ １

地域在住児童数の見込み （R3.8.1）

・地域の子がいないのに、地域の方は片浦小を支えていこうと

思ってくれるのか。

・地域の学校として存在する意義は何か。

・公立の学校、地域の学校としてのよりよいあり方を確かめたい。



R４年度の学校経営の重点

めざす子ども像１／４ 「片浦小に愛着をもち、片浦をふるさとと考える子」
→地域への興味・関心を高める地域学習の充実





































一人ひとりが主人公の学校
地域とともにある学校をめざして


